
羅エルサレム紫紺るラビ※がいましたo

韓の綜はやや長いものでそれゆえラビは、ロバと、達哉輩を手
に入れることができなかったときのための離籍、そして、叢に萌かりを

ともすためのろうそくを準鰭しました。

登載、エルサレムに品かって苗馨し、叢茄の看護はとても讃やかでし
た。

多篭れになってある群に窃害し、叢坊に見っけた蒙で清めてくれるよ

う績みました。競真の持茅では、諸を染めたり讃接したりすることは

蓄積簡なこととなっています。そうしなければ続夫にとってそれは亮

の鶴条を患藁するのです。しかしながら、驚いたことに、その蒙の競夫

は猿を清めることはできない、ほかの蒙に待ってくださいと吉いました。

このように、粁串、蒙から蒙へ茜っても、どの蒙も猿を受け入れてはく
れませんでした。

「なんと禾息議なことか。」猿は競り書を言いました。「こんなこと

が起こるのははじめてだoL牛、箱がなされること早べて、警なる

ためだ。」とそれ鼓圭は荷も言いませんでした。

こうして熊を謹めました。鵜を直ると、ライオンが猿を襲い、ロバを

殺してしまいました。

「とんでもない、またか。答からは徒歩で縁を続けなければならない

だろう。まだかなりあるというのに。しかし、しかたがない。わたしの

ためになることなのだろう。神はいつもわたしを愛してくださってき

た。」と繰り返し言いました。

そして、すでに簿くなっていたため、ろうそくに英をともして、歩い

て露を誘けました。しばらくすると、垂が糞で覆われ、ものすごい常と

なりました。嵐と講によってろうそくは痛え、もはやラビは荷も見えま

「やれやれ、また諭なことが違こったoなんでこんなことばか2、PS

凱こ起こるのかわからない。しかし、荷かの患藁があるのだろう。神は

私を愛しておられるのだ。そうだろう？」と、再び言いました。

隠れ蓑を探すと論憲を見っけました。その輯筒、諒が売び出してきて

‘琵
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縫鶏を食べてしまいました。

「羞清は、すべてがうまくいかない。食べ協までもがなくなってしま

どうまることもできずに、歩し譲って茨の呂の覇を宿とうとしました。

その晩はよく眠ることはできずに、早くに昌を堯ましました。

起きて縞を出ると、講の旨に筏を蔓け入れてくれなかった常でもく

もくと琵崖が上がっているのが見えました。

巌が叢に粒を蓮台栓う貨窒賞を姦してしまいました。

実黙ラビは、すべてを珪窮しました。

「そうだもし静に泊めて．もら．ごていたら、続琴ごろ、売んでいた

だろう。なぜどの蒙も管を受け入れなかったのか、今わかった。そして、
いま

なぜろうそくが消え、ライオンがロバを殺してしまったのかも、今わか

った。叢、巌が萌かりを克ていたら、窪っいてきて薯と。バを見っける

と、ロバを自分のものにしようとすぐに私を殺していただろう。わかっ

た、わかったぞ。賂ま、もし滋が鵜を食べてし誓なかったら、き

っと覇、叢が跳ナて義勝が鴎いて、そして巌がそれを捕まえるために窪

づいてきて、私のことも見つけていただろう。」

「琴、すべてがはっきりとわかった。私に起こったそれぞれのことに

は患藁があったのだ。神が私を守ってくださったのだ。」

このミドラシュによって、ヘブライの競たちは、私たちに起こる空っ
わたし　　　　　　　お

一つのことは、たとえ悪いことのように患えたとしても、そして、その

ときには鶴できなかったとしても、意藁があるのだということを子ど

もたちに叢翻します。なぜならば禾忠義にも箱は、諾たちのためにす
べてのものごとのうしろにいるからです。

※ユダヤ鞍の禁教簡な撰藷、法律学薯。
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